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 2017 年度（平成 29 年度）学校評価自己評価表  
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培遠中学校区 校番 12 福山市立  培遠中  学校 
   

 最終更新日 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・基礎基本学力については，ほぼ定着し

つつあるが，思考力・表現力, 学習習慣

の定着に課題がある。 

・奉仕的活動への参加意欲は高まってい

るが，自己効力感が低い。 

 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
課題発見・解決力，論理的思考力，コミュニケーション力，実践力(高い奉仕の精神) 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・自ら進んで学習する子ども   

・社会のルールやマナーを守って行動できる子ども 

・社会の一員として，進んで奉仕できる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

・授業規律の徹底 

・ＩＣＴ機器を有効に活用した授業づくり 

・あいさつ運動の実施 

・地域貢献活動の実施 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・学力調査等において，県平均を上回るなどの成果は見られるが，通過率３０％

未満の生徒の割合が高い。 

・あいさつに対する意識は高まっているが、自己効力感の低い生徒が少なくな

い。 

・小中連携や地域ボランティアへの参加によって地域からの評価が高まるとと

もに地域が好きと答える生徒が増えた。 

＜授業＞ 

・毎授業、生徒に「めあて」を示し，「めあて」と対応した「まとめ」「振り返

り」を行うなど，授業スタイルの定着を図っている。 

・基礎学力を定着させていくために，全教科で「かく」活動を取り入れた授業

に取組んでいる。 

・主体的で対話的な学習を進めるために，ペアやグループ学習を授業に位置づ

け，学習意欲や思考力・表現力の向上に努めている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

○課題発見・解決力    ○論理的思考力  

○コミュニケーション力  ○実践力（高い奉仕の精神） 

めざす 

子ども像 
 

○夢を志にチャレンジ（培遠精神＆たんぽぽ魂）【課題発見・解決力，論理的思考力】 

・夢を持ち，自ら課題を見付け，その解決に向けて自ら考え，何事にも挑戦しよう

とする生徒 

○生活五訓（挨拶・時間・美化・服装・姿勢）【実践力】 

・当たり前をひたむきに取組む生徒 

○地域貢献【課題発見・解決力，実践力（高い奉仕の精神）】 

・地域を愛し，感謝の気持ちを忘れず，ボランティア活動や地域行事に積極的に参

加する生徒 

○和衷協同【コミュニケーション力】 

・仲間を大切にし，協働し共に伸びようとする生徒 

   

研究 

教科等 総合的な学習の時間 

主題・ 

内容等 

小中 9 年間を見通した主体的・対話的な授業の創造 

～学習規律の徹底と ICT の有効活用を通して～ 

めざす授業の姿 

○「自ら考え学ぶ」授業 

・単元のゴールを明確にした授業づくりを通して，関心意欲を引き出す［めあて］，分

りやすく的確な「まとめ」，自分の言葉で書く「ふり返り」を行う。 

・課題発見・解決型の授業を通して，生徒が主体的・対話的に活動し，グループ学習

等の集団思考によって，基礎学力の定着と「深い学び」を目指した授業を行う。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・小中 9 年間で子どもたちを育てて欲し

い。 

・地域と協力し，地域の行事等に積極的

に参加していただきたい。地域とかかわ

りをさらに深め，地域交流会等の取組を

継続して実施してください。 

 

ミッション 

知・徳・体の調和がとれ，自らの学校に誇りを持てる生徒を育てるとともに，

地域・保護者との繋がりを深め，地域に愛され，信頼される学校教育の創造を

目指す。 

 学校教育目標 

たくましく生きる力を身に付け，自らの進路をきり拓き，地域に貢献できる生

徒を育てる 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

全国学力学習状

況調査，基礎基本

定着状況調査に

おいて通過率を

全ての教科で国，

県平均以上にす

る。 

★ 
新

規 

授業の内容が分か

ると回答する生徒

の割合を８０％以

上にする。 

 

▽「まとめ（ゴール）」

と対応した現実性の

ある「めあて」（課題）

を設定する。 

▽単元の目標に迫るた

めのパフォーマンス

課題を設定する 

▽予習・復習に取組ませ

る。 

△単元において、生徒が

「なぜだろう」と思う

ような課題を設定（発

問）し、資料等を活用

して自分の考えを「書

かせる」授業を行って

いると回答する割合

を８０％以上にする。 

△復習をしている生徒

の割合を５０％以上

にする。 

□自分の考えを

「書かせる」授

業を行っている

と回答する割合 

  88.6％ 

□復習をしている

生徒の割合 

67.8％ 

□「全国学力」に

おいて国語，「基礎

基本」において理

科，英語が県平均以

上であった。 

３ ４ 

○生徒がワクワクす

るような「めあて」

（課題）の工夫。

パフォーマンス課

題の研修を行う。 

○ペア，グループ学

習によって，学び

合うことを徹底さ

せる。 

□自分の考えを「書

かせる」授業を行

っていると回答す

る割合   90.5％ 

□復習をしている生

徒の割合 69.5％ 

◎「全国学力」におい

て国語，「基礎基本」

において理科，英語

が県平均以上であっ

た。 

◎授業の内容はわかり

やすいと回答する生

徒の割合 80.7% 

４ ４ ４ 

○生徒の「主体的」

で「深い学び」の

ために，ＩＣＴ機

器を有効に活用し

た授業づくりを行

う。 

○ねらいに基づいた

「かく」活動によ

って思考力を育成

する。 

○生徒がワクワクす

るような「めあて」

（課題）の工夫。

パフォーマンス課

題の研修を行う。 

２ 

不登校生徒・ 

３０日以上欠

席生徒を前年

度比１０%以

上減少させる。 

 
継

続 

自己肯定感について，

生徒の肯定的回答を

８０％以上にする。 

▽生徒会主催のあいさ

つ運動や地域の方と

合同のあいさつ運動

を実施する。 

▽班長会等を活用した

リーダー育成と学級

集団作りに努める。 

▽ボランティア年間計

画を作成し，早めに周

知するとともに生徒

会主催のボランティ

ア活動を月１回実施

する。 

△生徒アンケートで「自

分には良いところが

ある」と答える生徒の

割合を 70％以上にす

る。 

△生徒アンケートで「本

音で相談できる人が

いる」と答える生徒の

割合を 85％以上にす

る。 

△掃除に真面目に取り

組んでいると回答す

る生徒を７０％以上

にする 

□「自分には良い

ところがある」

と答える生徒の

割合 64.7％ 

□「本音で相談で

きる人がいる」

と答える生徒の

割合 79.0％ 

□掃除に真面目に

取り組んでいる

と回答する生徒

の割合 80.6％ 

□30 日以上の欠

席者は，前年度

比 ▲14％。 

３ ３ 

○毎月のあいさつ運

動や地域への貢献

活動を継続してい

く。 

○カウンセリング週

間の実施。 

○掃除，チャイム席

の強化週間等を設

定し，焦点化した

取組を継続して達

成感を味あわせ

る。 

□「自分には良いと

ころがある」と答

える生徒の割合       

70.6％ 

□「本音で相談でき

る人がいる」と答

える生徒の割合             

80.6％ 

□掃除に真面目に取

り組んでいると回

答する生徒の割合  

86.5％ 

□30 日以上の欠席者

は，前年度比▼14% 

４ ３ ４ 

○毎月のあいさつ運

動や地域への貢献

活動を継続してい

く。 

○学活交流，班長会，

委員会活動等を活

用し，リーダーを

中心とした学級集

団づくりを行う。 

○生徒会，地域と連

携したボランティ

ア年間計画を作成

し，全員参加を目

指す。 

１ 

新体力テスト

で県平均を上

回る項目数を 

５０以上とす

る。 

 
新

規 

△新体力テストの県

平均を上回る項目を

３０％以上にする。 

▽常に目標値を意識

するために掲示を

行う。具体的なトレ

ーニング方法を掲

示する。 

▽体育の授業の補強

運動で，計画的に弱

点補強を徹底する。 

▽校区スタンダード

を活用し，家庭との

連携を図る。 

△全学年，握力，立ち幅

跳び，５０ｍ走を県平

均以上にする。 

△部活参加率を６５％以

上にする。 

△朝食を食べてくる生

徒を９０％以上にす

る。 

 

□全学年，握力，

立ち幅跳び，５

０ｍ走の県平均

以上種目数 

6/１８（昨年度比） 

□部活参加率 

77.4％ 

□朝食を食べてく

る生徒の割合 

87.9％ 

 

３ ３ 

○体育の時間や部活

で，瞬発力と筋力

を高める補強運動

や，校内一斉ラン

ニング月間を継続

し持久力を高め

る。 

○部活動一斉活動日

や部活対抗を設

け，部活動の活性

化を図る。 

○保健だよりや掲示

物，委員会を活用

した啓発活動によ

り，三点固定の取

組を推進してい

く。 

□全学年，握力，立

ち幅跳び，５０ｍ

走の県平均以上種

目数 

5/１８ 

□部活参加率 

８９.４％ 

□朝食を食べてくる

生徒の割合 

88.7％ 

４ ３ ４ 

○平均を下回った種

目の再測定を実施

するなど体力向上

への関心・意欲の

向上を図る。 

○部活習慣や部活デ

ーを設定するな

ど，部活動の活性

化を図る。 

○保健だよりや掲示

物，委員会を活用

した啓発活動によ

り，三点固定の取

組を推進してい

く。 

福山市立  培遠中 学校 
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３ 

地域・保護者の

学校教育に対

する満足度を

９０％以上に

する。 

 
継

続 

学校関係者評価会議

での評価項目につい

てすべて◎評価にす

る。 

▽培遠通信を月 1 回以

上発信する。 

▽HP の定期的な更新を

図る。 

▽地域の行事やボラン

ティアへ参加させる。 

△「子どもは学校生活に満

足している」と回答する

保護者の割合を９０％

以上にする。 

△地域行事やボランティ

アに参加したことがあ

ると答える生徒の割合

を７５％以上にする。 

□「子どもは学校生

活に満足してい

る」と回答する保

護者の割合 

84.8％。 

□地域行事やボラン

ティアに参加した

ことがあると答え

る生徒の割合 

78.3％ 

３ ３ 

○継続して，保護者・

地域へ学校の様子

を発信していく。 

・培遠通信（学校だよ

り）の発行 

・学校ホームページの

更新（行事ごとに随

時） 

○生徒会を中心に地

域行事や地域ボラ

ンティアへの参加

活動を推進する。 

○PTA 活動の活性化

を通して，保護者の

つながりを密にす

る。 

□「子どもは学校生活

に満足している」と

回答する保護者の割

合    87.6％。 

□地域行事やボランテ

ィアに参加したこと

があると答える生徒

の割合  68.6％ 
４ ４ ４ 

○ホームページや学

校通信で情報を適

時公開している割

合が昨年度から 10

ポイント上がった。

引き続き丁寧に保

護者・地域へ情報を

発信していく 

○地域行事や地域ボ

ランティアへの参

加活動を推進する。 

○PTA活動の活性化

を通して，保護者

のつながりを密に

する。 


